























































































































































































































































































































































































場へ 参加する 取り込み 累積的関係をもつ 累積的関係の 分離的関係をもつ
安心感・仲間意識 他者受容意識 質変容 自己意識・他者意識の高まり
自己関与 自己意識の立ち上がり 低学年 中学年
入門期 低学年 認知・思考の 質変容
(生活論理から科学論理・ 抽象的思考へ）
言語 コミュニケーション文化の質転換 他者・自己と







































































































































対象学級 福岡県内の小学校 1年生１学級児童 24名（男児 12名，女児 12名）を対象に 4月 11日入学式から 7




























































果をふまえて作成したものである。調査地域は，近畿 5 校，中国 4 校，福岡の公立小学校 11 校。各学校
































アンケートは，高知県･福岡県の小学校教諭に対して実施し，106 名から回答を得た。（2014 年 3 月実施）
内容は，「話し合う力を見取る評価指標」を示し，「この評価表は学級の児童の話し合う力を見取るのに役立
つかどうかを問うた。結果を以下に示す。
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